


































































































































狗 完成 継続 パーフェクト(効力) 反復習慣 恒常性
未来 ノモワ ノンデアロワ * ノモワ ノモワ現在 ノマラ ンデアロワ
主体動作客体変化動詞 (開ける)
Rh 完成 継続 パーフェクト(効力) 反復習慣 - 恒常性
未来 アケロワ アケテアロワ * アケロワ アケロワ現在 アケタラ テアロワ
過去 アケタラ夕 ラ アケテアララ * アケタラ夕 ラテア ラ
主体変化動詞 (開く)
狗 完成 継続 パーフェクト(効力) 反復習慣 恒常性











































































･n 完成 進行 .将前 結果 .痕跡 動作パーフェクト(効力)
未来 ノモジヤ - - -
現在 ノモジヤ ノモー ジヤ ノ モージヤ
ノモウ ノマロウ
主体動作客体変化動詞 (開ける)
_アスペクントス 完成 進行 .将前 結果 .痕跡 動作パーフェクト(効力)
未来 アケロジヤ - - -
現在 アケロジヤ アケ トー ジヤ アケ トー ジヤ
アケロウ アケタロウ
八丈方言のアスペクト･テンス･ムード
主体変化動詞 (開く)汽完成 進行 .将前 結果 .痕跡 動作パーフェクト(効力)
未来 アコジヤ - - -












































































































































































ムードアテンスス 直接知覚可能 直接知覚不可能 (推論､意志)現在 車 近未来 (現在に関係 ゆ 未来
ペクト づけちれた未来)進行 ゆ + 完成
ノモワ - ◎ ◎ジヤ ◎
ノモウ ◎ ○ -
ムード言ペTンスクト 直接知覚可能 直接知覚不可能 (推論､記憶再生)現在 ゆ 現在に関係づけられた過去 車 過去結果 ゆ 痕跡 ゆ 効力 ゆ 完成
ノマラ ◎ ◎ ◎ ◎モージヤ


























による確認>の場合に使われる点でも古い用法だとすれば､そして ｢ノモージャ､アケ トー ジ
ヤ､アコ-ジヤ｣が<結果 ･現在>から<完成 ･過去>に至るまでの過渡的段階をすべて表し
うるとすれば､発展経路が<非アリ>系列と平行的に (鏡像的に)考えらjtることになろう｡
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非過去形 アカキヤ シズカダラ 小学生ダラ
































































8)金円1990において既に､ノモワ系列の形式は ｢現在進行｣から ｢未来｣へ発展 し､ノマラ系列の形式

















井 I二文子 (1998)は 本譜方言アスペクトの動態』秋山露店
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